
　賃貸住宅の新設が、全国的にブレーキがかかっ
ています。国土交通省が公表した令和５年11月分
の建築着工統計調査で、貸家の新設着工は、前年
同月比 5.3％減の２万 8,275戸と、４ヵ月連続の減
少となりました。
　民間資金による貸家が減少し、公的資金による
貸家も減少したため、貸家全体で減少となったも
ので、貸家全体の令和５年１〜11月の合計では、
前年比 0.1％減の 31万 8,025 戸。
　３大都市圏別では、首都圏が前年比3.3％増えて
いる一方、近畿圏が16.5％、中部圏が15.4％、そ
の他地域で 5.2 ％ 減少しています。
　また、全国商業用不動産の令和５年第３四半期
分の不動産価格指数によると、マンション・アパ
ート ( 一棟 ) は前期比 0.5％減の157.8 と、依然高
水準ながら前期比マイナスと
なっています。
　昨年後半から市場の調整局
面が続いているもので、資材
価格の高騰や金利の上昇によ
り慎重になっている模様。

　

年
が
明
け
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か

ら
脱
し
て
、
人
々
の
活
動
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
コ
ロ

ナ
禍
前
の
賑
わ
い
に
回
復
し
て
、
人

流
の
活
発
化
や
賃
貸
住
宅
の
需
要
の

伸
び
と
、
不
動
産
市
場
の
活
性
化
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

不
動
産
市
況
の
先
行
き
を
占
う
主

要
都
市
の
地
価
も
、
マ
ン
シ
ョ
ン
需

要
の
堅
調
さ
に
加
え
、
店
舗
需
要
の

回
復
傾
向
が
全
国
的
に
上
昇
ま
た
は

横
ば
い
が
継
続
し
、
不
動
産
市
場
全

体
の
好
調
を
支
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

賃
貸
経
営
に
直
結
す
る
ア
パ
ー
ト 

・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
家
賃
の
傾
向
で
す

が
、
２
０
２
３
年
11
月
の
全
国
主
要

都
市
の
「
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ

ー
ト
」
募
集
家
賃
動
向
（
ア
ッ
ト
ホ

ー
ム
調
べ
）
に
よ
る
と
、
マ
ン
シ
ョ

ン
の
平
均
募
集
家
賃
が
、
東
京
23
区 

・
東
京
都
下
・
埼
玉
県
・
千
葉
県
・

名
古
屋
市
な
ど
の
８
エ
リ
ア
の
全
面

積
帯
で
、
前
年
同
月
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。
ア
パ
ー
ト
に
つ
い
て
は
神
奈

川
県
・
埼
玉
県
・
千
葉
県
・
名
古
屋
市

な
ど
の
６
エ
リ
ア
が
２
０
１
５
年
１

月
以
降
、
最
高
値
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、(

株)

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
が
公

開
し
た
、
２
０
２
３
年
11
月
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
向
き
賃
貸
物
件
の
首
都
圏
の

掲
載
賃
料
は
３
ヵ
月
連
続
で
前
月
比

上
昇
し
、
東
京
市
部
の
反
響
賃
料
も

３
ヵ
月
連
続
で
前
月

比
上
昇
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
や
や
月
遅

れ
の
デ
ー
タ
で
す
が
、

全
体
の
基
調
と
し
て

現
在
も
大
き
な
変
化

が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
賃
貸
市

場
の
好
調
さ
の
背
景

に
あ
る
の
は
、
昨
年

来
の
マ
ン
シ
ョ
ン
や

一
戸
建
て
住
宅
の
価

格
高
騰
が
見
逃
せ
ま

せ
ん
。
こ
こ
へ
来
て
頭
打
ち
の
傾
向

を
見
せ
て
い
ま
す
が
、
依
然
、
人
気

は
高
く
、
高
値
の
売
り
込
み
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
マ
ン
シ
ョ

ン
・
持
ち
家
希
望
者
の

購
入
意
欲
が
落
ち
込
ん

だ
分
、
賃
貸
住
宅
に
シ

フ
ト
す
る
多
く
の
ユ
ー

ザ
ー
が
、
お
気
に
入
り

の
賃
貸
住
宅
を
求
め
る

動
き
が
高
ま
り
、
賃
貸

市
場
の
人
気
を
押
し
上

げ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

全
て
の
物
件
に
共
通

す
る
も
の
で
は
な
い
の

で
す
が
、
市
場
全
体
の

空
気
と
し
て
賃
貸
住
宅

ニ
ー
ズ
の
広
が
り
を
支

え
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
う
し
た
機
会
を
活
か

し
て
、
物
件
に
入
居
者

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
力
、

す
な
わ
ち
魅
力
と
競
争
力
を
備
え
て
、

入
居
の
促
進
を
図
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

と
こ
ろ
で
、
賃
貸
市
場
の
動
向
を

判
断
す
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
、

貸
家
の
新
設
着
工
戸
数
、
不
動
産
価

格
指
数
、
収
益
物
件
市
場
の
傾
向
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
こ
へ
き
て
こ

う
し
た
動
向
に
変
化
が
生
じ
て
い
ま

す
。
２
０
２
３
年
11
月
の
全
国
の
貸

家
の
新
設
着
工
が
４
ヵ
月
連
続
で
減

少
し
、
２
０
２
３
年
第
３
四
半
期
分

の
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト(

一
棟)

の
不
動
産
価
格
指
数
も
前
期
比
０
・

５
％
減
少
す
る
一
方
、
収
益
物
件
市

場
で
の
投
資
利
回
り
、
物
件
価
格
の

変
動
が
見
ら
れ
ま
す
。                  

　

市
場
は
活
気
づ
く
中
、
変
化
の
兆

し
が
顕
在
化
し
始
め
て
い
ま
す
。

　

景
気
の
指
標
と
な
っ
て
い
る
内
閣
府

が
１
月
12
日
に
公
表
し
た
『
景
気

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
』(

街
角
景
気)

に

よ
る
と
、
令
和
５
年
12
月
の
景
気
の
現

状
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
企
業
動
向
関
連
、
雇

用
関
連
、
家
計
動
向
関
連
の
全
て
の
Ｄ

Ｉ
が
上
昇
し
た
こ
と
か
ら
、
前
月
を

１
・
２
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
50
・
７
と
、

５
ヵ
月
ぶ
り
の
上
昇
で
、
好
不
況
の
分

か
れ
目
と
な
る
50
を
４
ヵ
月
ぶ
り
に
上

回
り
ま
し
た
。

　

景
気
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
の
見
方
は
、「
景 

気
は
、
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て

い
る
も
の
の
、
一
服
感
が
み
ら
れ
る
。 

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
価
格
上
昇
の
影

響
等
を
懸
念
し
つ
つ
も
、
緩
や
か
な
回

復
が
続
く
と
み
て
い
る
」
と
ま
と
め
て

い
ま
す
。

　

日
本
銀
行
が
１
月
11
日
に
公
表
し
た
、

地
域
経
済
報
告
の
最
新
の
『
さ
く
ら
レ

ポ
ー
ト
』
に
よ
る
と
、
各
地
域
の
景
気

の
総
括
判
断
を
「
海
外
経
済
の
回
復
ペ 

ー
ス
鈍
化
や
物
価
上
昇
の
影
響
を
受
け

つ
つ
も
、全
て
の
地
域
で
、景
気
は
『
持

ち
直
し
』『
緩
や
か
に
回
復
』『
着
実
に

回
復
』」と
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
投
資
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
か

ら
九
州
・
沖
縄
ま
で
、「
弱
い
動
き
」「
弱

め
の
動
き
」「
横
ば
い
圏
内
で
推
移
」
と

し
、
昨
年
10
月
の
前
回
に
比
べ
て
ほ
ぼ

横
ば
い
、
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、(

株)

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の

１
月
11
日
発
表
の
『
Ｔ
Ｄ
Ｂ
景
気
動
向

調
査(

全
国)

』
に
よ
る
令
和
５
年
12
月

の
景
気
Ｄ
Ｉ
で
も
、
前
月
比
０
・
１
ポ

イ
ン
ト
増
の
44
・
９
と
な
り
、
３
ヵ
月

連
続
で
改
善
。
今
後
の
国
内
景
気
は
、

持
続
的
な
賃
上
げ
や
金
利
動
向
な
ど
を

受
け
、
横
ば
い
傾
向
で
推
移
す
る
と
見

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

企
業
の
声
と
し
て
、
「
建
設
資
材
価

格
や
人
件
費
の
高
騰
に
よ
る
費
用
の
増

大
」(

不
動
産
代
理
業
・
仲
介
）、｢

建
築 

費
や
金
利
の
上
昇
に
よ
り
、
価
格
転
嫁

が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
」(

建
物

売
買)

な
ど
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
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貸家の新設着工４ヵ月連続の減少
昨年後半から市場の調整局面が続く

　

住
宅
投
資
の
動
向
は
全
国
的
に
弱
め
で
、
横
ば
い
圏
内
を
推
移
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
公
表
さ
れ
た
内
閣
府
、
日
本
銀
行
な
ど
の
最
新
の
デ
ー
タ
を
基
に
不
動

産
・
賃
貸
市
場
の
動
向
を
取
り
上
げ
て
み
ま
す
。

｢

景
気
は
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
く
も

一
服
感
が
み
ら
れ
、先
行
き
に
懸
念
も｣

賃貸市場が活気づく中、新設着工戸数、不動産価格指数、収益物件
市場に変化の兆しが見られます

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
６
の
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
発
生
か
ら
一
ヵ
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
賃
貸
ビ
ジ
ネ
ス
は
新
春
の
繁
忙
期
を
迎
え
、
お
客
様
の
来
店
が
続
い

て
い
ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
下
の
賃
貸
市
場
の
最
新
事
情
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

今
日
の
市
場
環
境
を
入
居
促
進
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る

賃
貸
市
場
の
動
向
に

変
化
の
兆
し
が
顕
在
化

賃
貸
に
シ
フ
ト
す
る
ユ
ー
ザ
ー
が

市
場
の
人
気
を
押
し
上
げ
る

賃貸住宅関連の投資は模様眺めですが、
賃貸市場の動きは引き続き堅調です

日
本
銀
行『
さ
く
ら
レ
ポ
ー
ト
』

景
気
は
持
ち
直
し
・
着
実
に
回
復

『
Ｔ
Ｄ
Ｂ
景
気
動
向
調
査(

全
国)

』

３
ヵ
月
連
続
で
改
善

『
景
気
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
』

緩
や
か
な
回
復
が
続
く

昨
年
か
ら
続
く
賃
貸
住
宅
の
需
要
の
伸
び
と
不
動
産
市
場
の
活
性
化

賃貸マーケット情報 賃貸市場を取り巻く景気の動向



　

能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
甚
大
な

被
害
を
前
に
し
て
、
賃
貸
住
宅
経
営

の
地
震
対
策
は
何
を
ど
う
す
る
べ
き

か
、
何
を
心
が
け
れ
ば
い
い
の
か
、

考
え
込
ん
で
し
ま
い
ま
す

　

ど
こ
で
生
活
を
す
る
に
も
地
震
か

ら
逃
げ
ら
れ
な
い
以
上
、
普
段
か
ら

万
一
に
備
え
て
心
づ
も
り
を
し
て
お

く
こ
と
が
肝
要
で
、
と
く
に
賃
貸
経

営
に
お
け
る
地
震

対
策
の
ポ
イ
ン
ト

を
押
さ
え
て
お
き

た
い
も
の
で
す
。

　

賃
貸
経
営
の
地

震
対
策
は
、
大
き
く
は
次
の
４
点
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
ず
第
一
に
、
「
入
居
者
の
安
全

と
住
環
境
の
整
備
」
を
図
り
ま
す
。

極
力
建
物
及
び
敷
地
内
の
危
険
な
要

素
を
取
り
払
っ
て
お
く
こ
と
で
す
。

非
常
扉
や
非
常
階
段
周
辺
を
整
備
し

て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
備
え
た
「
住
ま

い
の
し
お
り
」
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

な
ど
を
用
意
し
て
お
き
ま
す
。
地
域

の
自
治
体
か
ら
も
配
布
さ
れ
ま
す
が
、

独
自
に
入
手
し
、
入
居
者
に
回
覧
し

て
お
く
の
が
ベ
ス
ト
で
す
。

　

次
に
、
建
物
の
耐
震
性
を
確
保
す

る
た
め
に
「
建
物
の
保
全
（
安
全
）

対
策
」
を
講
じ
ま
す
。
耐
震
診
断
を

受
け
た
り
、
耐
震
・
耐
久
工
事
を
整

備
し
て
お
き
ま
す
。

　

建
物
の
耐
震
基
準
は
１
９
８
１
年

に
大
き
く
改
正
さ
れ
、

「
新
耐
震
基
準
」
が

整
備
さ
れ
た
あ
と
、

２
０
０
０
年
に
は
「
現

行
耐
震
基
準
」
に
改

定
さ
れ
た
の
で
、
２

０
０
０
年
以
降
建
設

の
賃
貸
住
宅
は
耐
震 

・
耐
久
性
は
向
上
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
万
一
の
た
め
に
も
大
事

な
財
産
で
あ
る
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ

ョ
ン
を
守
る
た
め
に
、
必
要
経
費
と

し
て
処
理
で
き
る
「
地
震
保
険
」
に

加
入
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
、
「
賃

貸
借
契
約
書｣

の
「
契
約
の
消
滅
」

の
項
目
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
が

賃
貸
経
営
上
、
地

震
に
備
え
る
基
本

的
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　

実
際
に
大
地
震

な
ど
自
然
災
害
の

被
害
に
遭
遇
す
る

と
、
平
時
と
違
っ

た
解
約
手
続
き
や

修
繕
義
務
の
有
無
、

あ
る
い
は
被
害
内

容
の
取
り
扱
い
範

囲
に
関
す
る
諸
問
題
に
直
面
し
ま
す
。

　

と
に
か
く
前
触
れ
も
な
く
起
き
る

地
震
だ
け
に
、
普
段
か
ら
の
心
づ
も

り
が
や
は
り
大
事
な
こ
と
で
す
。

　

能
登
半
島
地
震
に
よ
る
被
災
者

に
対
し
て
、
救
済
の
手
が
全
国
か

ら
差
し
の
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
中

で
も
生
活
に
直
結
す
る
住
居
を
扱

う
不
動
産
業
界
の
積
極
的
な
支
援

が
目
を
引
き
ま
す
。　

　

今
現
在
必
要
と
さ
れ
る
住
ま
い

を
営
業
品
目
と
し
て
い
ま
す
か
ら
、

業
界
挙
げ
て
の
支
援
は
、
被
災
地

の
早
期
復
旧
、
復
興
の
力
強
い
応

援
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
落
ち

着
き
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
賑
わ
い

で
、
外
国
人
の
話
題
が
よ
く
報
じ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
11
月
の

住
民
基
本
台
帳
の
人
口
移
動
者
数

を
見
て
い
ま
す
と
、
前
年
同
月
比

で
日
本
人
の
移
動
者
数
が
全
て
減

少
し
て
い
る
の
に
対

し
て
、
外
国
人
の
市

区
町
村
間
、
都
道
府

県
内
、
都
道
府
県
間

の
移
動
者
数
が
全
て

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

移
動
者
数
は
、
市
町
村
に
届
出

等
の
あ
っ
た
転
入
者
を
集
計
し
た

も
の
で
、
日
本
に
滞
在
す
る
外
国

人
の
労
働
者
や
留
学
生
、
一
時
滞

在
者
の
増
加
傾
向
は
、
間
違
い
な

い
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
４
月
半
ば
に
か
け
て
、

空
室
、
条
件
等
の
確
認
に
急
な
ご

連
絡
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
携
帯
電
話
を
お
手
元
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

地
震
保
険
は
「
地
震
・
噴
火
ま
た

は
こ
れ
ら
に
よ
る
津
波
を
原
因
と
す

る
火
災
・
損
壊
・
埋
没
ま
た
は
流
失

に
よ
る
被
害
を
補
償
す
る
地
震
災
害

専
用
の
保
険
」(

財
務
省)

で
す
。

　

火
災
保
険
に
付
帯
し
て
契
約
す
る

の
で
、
火
災
保
険
へ
の
加
入
が
前
提

と
な
り
ま
す
。
地
震
保
険
は
火
災
保

険
と
セ
ッ
ト
で
契
約
し
、
す
で
に
火

災
保
険
を
契
約
さ
れ
て
い
る
オ
ー
ナ

ー
様
は
、
契
約
期
間
の
中
途
か
ら
で

も
地
震
保
険
に
加
入
で
き
ま
す
。

　

一
般
的
に
居
住
用
の
建
物
、
家
財

を
対
象
と
す
る
火
災
保
険
に
は
、
住

宅
総
合
保
険
、
住
宅
火
災
保
険
、
店

舗
総
合
保
険
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
う
し
た
保
険
は
地
震
が
原
因
の
火

災
に
よ
る
損
害
は
対
象
外
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
地
震
に
よ
る
火
災
・

倒
壊
・
流
失
の
地
震
損
害
の
適
用
を

受
け
る
に
は
、
別
途
、
地
震
保
険
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
火

災
保
険
の
加
入
・
契
約
申
込
書
に
は
、

地
震
保
険
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
選
び
ま
す
。

　

地
震
保
険
の
特
徴
は
、
損
害
保
険

会
社
と
政
府
が
共
同
し
て
運
営
し
て

い
る
点
で
、
民
間
保
険
会
社
が
負
う

地
震
保
険
責
任
の
一
定
額
以
上
の
巨

額
な
地
震
損
害
を
政
府
が
再
保
険
す

る
こ
と
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

地
震
保
険
の
保
険
料
は
、
保
険
対

象
で
あ
る
居
住
用
建
物
、
家
財
を
収

容
す
る
建
物
の
構
造
、
所
在
地
に
よ

り
算
出
さ
れ
、
保
険
期
間
は
短
期
、

１
年
、
長
期
（
２
年
〜
５
年
）
で
す
。

　

ま
た
、
補
償
は
損
害
の
程
度
に
よ

っ
て
、
平
成
29
年
以
降
、
全
損
・
大

半
損
・
小
半
損
・
一
部
損
の
認
定
を

行
い
、
地
震
保
険
金
額
の
１
０
０
％ 

・
60
％
・
30
％
・
５
％
で
支
払
わ
れ

ま
す
。
地
震
保
険
の
保
険
料
（
月
の

掛
金
）
は
、
保
険
対
象
で
あ
る
建
物
、

家
財
を
収
容
す
る
建
物
の
構
造
に
よ

り
算
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
割
引
制

度
も
あ
っ
て
、
建
築
年
ま
た
は
耐
震

性
能
に
よ
り
、
建
物
、
家
財
に
対
し

て
割
引
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

何
も
な
け
れ
ば
掛
け
金
を
損
し
た

気
分
に
な
る
「
保
険
」
で
す
が
、
万

一
、
災
害
に
直
面
す
れ
ば
、
支
払
わ

れ
る
補
償
は
実
に
あ
り
が
た
い
も
の

で
す
。
そ
れ
だ
け
に
不
慮
の
災
害
か

ら
大
事
な
物
件
を
守
る
手
立
て
と
し

て
、
保
険
は
普
段
か
ら
必
要
に
応
じ

て
加
入
す
る
な
ど
、
突
発
に
発
生
す

る
地
震
災
害
に
備
え
て
お
く
の
が
、

賃
貸
経
営
上
か
ら
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

保
険
は
専
門
的
で
難
し
い
点
が
多

い
た
め
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
何
な
り
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
オ

ー
ナ
ー
様
に
必
要
、
最
適
な
保
険
を

ご
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

普
段
か
ら
万
一
に
備
え
て
の
心
づ
も
り
を

地
震
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
お
き
ま
す

能登半島地震に不動産業界の
積極的な支援が目を引きます

( ※ ) 本紙に掲載しています写真はイメージです。記事と直接関係はありません。

平
時
と
違
っ
た
事
象
が
起
き
る

地
震
対
策
は
大
き
く
は
４
点

　

能
登
半
島
地
震
の
被
災
規
模
の
あ
ま
り
の
大
き
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
賃
貸
経

営
に
と
っ
て
、
大
事
な
物
件
を
守
り
、
最
善
の
地
震
対
策
と
も
い
え
る
「
地
震
保

険
」
の
概
要
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

補
償
は
損
害
の
程
度
に
よ
っ
て

認
定
さ
れ
支
払
わ
れ
ま
す

地
震
保
険
は
地
震
に
よ
る
火
災
・
倒
壊
・
流
失
の
地
震
損
害
に
適
用

火
災
保
険
に
付
帯
し
て
セ
ッ
ト
で
加
入


